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惧される。そこで本研究では、以下の  3 つの目的を設定した。大学競泳選手を対象に、1) 泳
技能習熟と泳者の身体感覚の関連性を調査する、2) 泳者内における  UUS のキック頻度と泳
速度の関係性を明らかにする、3) キック頻度調節の介入が直後の  UUS の泳動作に及ぼす影
響について運動学習の観点を加味して検討する。  
第  1 目的達成のために大学競泳選手が泳技能改善時に重視している身体感覚について質
問紙調査を行った。対象者は全国  296 名の大学競泳選手とし、泳フォーム改善時に重視して
いる身体感覚  12 項目  (例 :  泳中にタイミングを意識しているか) について  7 段階尺度  (全く
そう思わない～とてもそう思う)  で回答させた。12 項目に対して因子分析を行い、その結果「体性
感覚」「時間調節」「特殊感覚」の  3 因子構造であることが明らかとなった。因子の下位尺度平
均値は、体性感覚が 5.6 点、時間調節が  5.8 点、特殊感覚が  3.9 点であり、時間調節因子の
得点が最も高かった。このことから、泳技能改善時の泳者は時間調節を最も重視していることが
明らかとなった。  
第  2 目的達成のために以下の研究を行った。まず、回流水槽にて泳者の泳速度増加の方
略を確認した。9 名の大学競泳選手を対象とし、各泳者の全力泳時の  70%～95% の泳速度に
設定して泳がせた。その時の泳動作を  2 次元動作分析した。その結果、泳速度の増加に応じ
てキック頻度が増加していることが確認された  (F=29.58, p< .01)。次に周期音を用いて泳者のキ
ック頻度を直接調節した。まず最大努力時以下でキック頻度が増加した時の泳速度への影響を
調査した。対象者は大学競泳選手  8  名とし、屋内プールにおいて主観的に  70% 程度の努力
度のドルフィンキックで泳ぐよう指示した。その頻度よりも高くなるよう周期音を  100 bpm に設定し、
水中スピーカーから周期音を発生させ、泳者はその音に合わせて泳ぎキック頻度を増加させた。
その結果、キック頻度は 1.34 Hz から  1.66 Hz、泳速度も  1.25 m·s− 1  から  1 .30 m·s−1  へと有
意に増加していた  (p< .05)。さらに、同様の方法で最大努力時以上のキック頻度でも検討した。




第  3 目的達成のために周期音を用いたキック頻度調節の介入効果があるか検討した。対象


















 本論文では、周期音を用いて UUS の頻度を直接調節し、泳動作を改善させる新たな
方法論の開発に取り組み、その効果について運動学習の観点に加え、運動学、流体力学
の観点など多角的に分析を試みた。その結果、周期音の利用により、UUS の動作がよ
り効率のよい動作へと変容する可能性が示唆された。このように本論文は、学術的意義
と実用的意義を兼ね備えた優れた研究であると評価される。ｓ  
 平成２７年２月５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、論文
について説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が
合格と判定した。  
なお、学力の確認は、人間総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 11 条を適用し
免除とした。  
よって、著者は博士（体育科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認め
る。  
